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目的　ユニットケアを導入する特別養護老人ホームは増加しているがユニットケアが定着するため
の効果的な研修方法は未だ確立されていない。本研究では，新規に開設するユニット型特養を
対象に「教育的介入」を試み，その有用性を検証することを目的とした。

方法　教育的介入群の 2特養に対して，厚生労働省が定めるユニットリーダー研修のプログラムと
同一の内容である「ユニットケア定着研修」を開設前に実施した。また，開設から半年後に各
特養の管理職を対象とした「コーディネーター養成研修」を行った。これらの研修の実施を本
研究における「教育的介入」とした。ユニットケアの定着を測定するために，介入群 2特養と
非介入群の 5特養に対して厚生労働省が定める調査票を用いた現地調査，その後，介入群に対
する同様の再現地調査，再々現地調査の結果により，教育的介入の効果を検証した。なお，非
介入群は，開設 1年以上 3年未満の特養が 2施設，開設 3年以上の特養が 3施設とした。

結果　介入群の現地調査の結果は平均53.0点であった。非介入群の現地調査結果は，開設 1年以上
3年未満の特養で平均37.0点，開設 3年以上の特養で平均49.0点であった。介入群の 2施設と
もに現地調査から再現地調査で大きく得点が上昇した（＋18.5点，＋20.0点）。 1年後の再々
現地調査においても点数が維持されていた。

結論　これらの結果から，ユニットケア定着研修およびコーディネーター養成研修を行う教育的介
入の有用性が示唆された。今回対象となった介入群のように，ユニットケアに新規に取り組む
特養の多くの職員がユニットケア定着研修を受講し，コーディネーター養成研修を受講した
コーディネーターが，ユニットケアの推進役を果たすことで，短期間であってもユニットケア
が定着する可能性が示唆された。

キーワード　ユニットケア，ユニットケア定着研修，コーディネーター養成研修，特別養護老人
ホーム

Ⅰ　緒　　　言

　1963年の老人福祉法の制定以来，長年にわた
り特別養護老人ホーム（以下，特養）では入居
者の生活空間は 4人部屋が一般的で1），個別的
なケアは困難であり，画一的な集団ケアとなり
がちであった。しかし，2000年の介護保険制度

の導入により，特養でも，入居者一人ひとりの
意思および人格の尊重，入居前の生活との連続
性の確保，入居者一人ひとりの個性や生活リズ
ムを尊重した個別ケアを実現するユニットケア
へと移行が始まった。上田が指摘するように個
別ケアが行われることにより，利用者の生活が
活性化され，その結果として，「生活の場」と
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しての機能を果たすことが出来る2）と考えられ
る。既存の特養においても施設改修時には個室
化やユニット化が進められ，2012年現在でユ
ニットケア実施施設数は全特養（6,984施設）
の42.9％まで増加している。
　2003年に厚生労働省は，今後整備する特養に
ついては全室個室・ユニットケアを原則とする
方針を示した3）。また，国の基準に明記された
ユニットケアの考え方を正しく実践させるため
に，ユニットリーダー研修とユニットケア施設
管理者研修を実施しているが，制度化から10年
以上が経過しても『施設長・管理者が「ユニッ
トケア」について十分に理解していない』など
の課題4）が取り上げられており，ユニットケア
が定着するための効果的な研修方法は未だ確立
されていない。鈴木らが指摘するように，ケア
スタッフは，ユニット型経験少群が多群よりも
利用者とのストレスが，有意に高いという結
果5）が示されており，新設のユニット型特養で
は，経験少群が多いため，ストレスからユニッ
トケアの質が確保しにくいと考えられる。
　厚生労働省が，ユニットケア推進を図るため
にユニットリーダー研修受講者 2名の配置を義
務づけた結果，2011年度までにユニットリー
ダー研修を全国で18,835名が修了している6）。
しかしながら，ユニットケアの理念が十分に定
着しているとは言い難い状況も明らかとなって
おり4），ユニットケアの定着に効果的な教育プ
ログラムや研修方法の確立が望まれている。
　そこで本研究では，ユニット型特養を開設し
て新たにユニットケアに取り組む施設を対象に
「教育的介入」を試み，その有用性を検証する

ことを目的とした。この教育的介入とは，
①「ユニットケア定着研修（以下，定着研修）」
（開設前実施）と施設で業務改善の推進役を担
う②「コーディネーター養成研修（以下，養成
研修）」（開設後実施）から構成した。この教育
的介入により介入施設（以下，介入群）のユ
ニットケアの定着が，非介入施設（以下，非介
入群）よりも短期間で効果的に促進されると考
え，本研究を行った。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　研究対象
　新たにユニット型特養として整備するａ特養，
従来型からユニット型へと転換するｂ特養の 2
特養を介入群として選定し，そこに従事する職
員へ教育的介入を行った。また，比較群として，
開設後 1年以上 3年未満の非介入群 2特養（ｃ，
ｄ），開設後 3年以上の非介入群 3特養（ｅ～
ｇ），計 7特養を本研究の対象とした。教育的
介入の効果を比較検討するために介入群ａ，ｂ
と非介入群ｃ，ｄ（ 1年以上 3年未満），非介
入群ｅ，ｆ，ｇ（ 3年以上）との間で比較を行
うこととした。介入群と非介入群（ 1年以上 3
年未満）の比較は，同じ年に開設して，介入後
1年経過した施設と介入を行わずに 1年経過し
た施設とのユニットケアの定着度の差異を比較
するために対象とした。もう一方では，介入群
と非介入群（ 3年以上）の比較は，ユニットケ
アの定着が教育的介入により短期間で効果的に
促進される仮説を明らかにするために比較対象
とした。なお，厚生労働省がユニットリーダー
研修実地研修施設の選定条件を，ユニットケア
実施後 3年以上と定めているため開設後 3年以
上とした。対象 7特養の基本属性を表 1に示す。
本研究の対象のすべての特養は，ユニット型特
養として都道府県または市町村の指定を受けて
おり，求められる必要な基準を満たしている。

（ 2）　研究方法
　研究過程は，介入群 2特養に対して，開設前
に教育的介入とした定着研修（全職員対象）を

表 1　対象特養の基本属性

ユニット
ケア
開始年月

ユニット
リーダー
研修修了
者数（名）

定員数
（名）

ユニット
数

ケア
ワーカー
職員数
（名）

職員配置
入居者／
職員

介入群
　ａ特養 2013/5 2 29 3 12 2.0 : 1
　ｂ特養 2013/5 4 80 8 41 1.8 : 1
非介入群
　ｃ特養 2013/4 3 29 4 20 1.4 : 1
　ｄ特養 2013/6 8 80 8 57 1.5 : 1
　ｅ特養 2007/5 6 80 8 61 1.6 : 1
　ｆ特養 2003/5 3 60 6 32 2.1 : 1
　ｇ特養 2007/4 13 105 12 71 1.6 : 1
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開催し，半年後に現地調査を実施した。その後，
教育的介入の養成研修（管理職対象）を開催し，

その 1カ月後に再現地調査を実施した。さらに，
1年後に再々現地調査を実施し，計 3回の調査
結果からユニットケアの定着のプロセスを追跡
調査した。非介入群の 5特養についても 1回の
現地調査を行った。
　なお，調査の客観性を担保するため，各調査
の担当については，調査日程の関係もあり， 7
特養中 4特養の調査は全く同一の 2名が担当し，
他の 3施設の調査は 2名中 1名が同じで，統一
された評価視点を持つ 4名の調査員により，調
査を実施した。
　研究課程の詳細については，順を追って以下
の 1）～ 5）に示す。また，評価ツールとして
厚生労働省がユニットリーダー研修実地研修施

設を選定する際に使用して
いる調査票を使用した。厚
生労働省ではこの調査票で
評価した時に100点中70点
以上得点することを選定要
件としている。そのため，
この70点以上の評価水準を
1年間継続的に保つことを
ユニットケアの定着と定義
する。
1) 　ユニットケア定着研修
（定着研修）
　教育的介入群である 2特
養を対象に，ユニット運営
開始より以前に定着研修を
実施した。プログラム内容
を表 2に示す。本研究にお
ける「ユニットケア定着研
修プログラム」の妥当性を
確保するために，厚生労働
省が定めるユニットリー
ダー研修のプログラムと同
一の1,100分のプログラム
を使用し，さらに，個人の
生活を支えるユニットケア
に関する理解やユニット運
営に係るグループ討議，運
営計画の作成の座学を合計

表 2　ユニットケア定着研修プログラム
テーマ 時間数（分）

1
日
目

施設の理念を踏まえたユニットケア 80　
高齢者の生活とその環境 120　
入居者の生活を支えるユニットケア
（24時間シート） 180　

2
日
目

入居者の生活を支えるユニットケア
（場面別の具体的方法） 440　

3
日
目

施設の体制と管理運営 170　
ユニット別グループ討議 180　
ユニット運営計画書の作成の仕方 50　

4
日
目

ユニット運営計画書の作成 300　

合計 1,520　
（25時間20分）

　施設名　　　　　　　　　　　　　　　　

調査項目 得点
１．個人の持ち物などを自由に持ち込み，居場所を確保している

２．介護者の都合で居室のドアを開けっぱなしにしていることはないようにしている

１．リビングに煮炊きできるキッチンが設置されている
２．リビングにいる入居者はそこで生活感を感じている
１．セミパブリックスペースなど，工夫のできる空間等をうまく利用している
２．パブリックスペースが地域の交流の場として活用されている
１．トイレは入居者の排泄をサポートできるよう居室設置か，分散配置されている
２．浴室は分散配置，個浴設置など，入居者の入浴希望に沿えるよう配慮している
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１．施設の理念について職員の理解が深まるような取り組みをしている
２．管理者は自らの思いを職員に伝えている
１．入居者の生活習慣，趣味，好きなこと等についての意向を把握している（記録等）
２．ユニット職員が入居者のケアプランやケアカンファレンスに貢献している
１．一人ひとりに関する情報を過不足なく記載される仕組みがある
２．入居者が朝起きて今日は何をしようか考え，実行できるよう職員は努力している
３．入居者ごとの外出または外泊を支援する仕組みがある
１．入居者に関する記録は一元化一覧化されている
２．計画の内容や入居者の記録を，支援する全職員が共有できるようにしている
１．職員がユニットケアの知識や技術が学べるような機会を提供している（施設内研修など）
２．職員の研修等成果を確認し，研修等が本人の育成に役立ったかを確認するようにしている
１．目的に応じた会議が定期的に開催されている

２．会議等，現場の意向を反映する仕組みがある
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１．支援の際に，その方の生活習慣等に沿うようにしている
２．入居者の羞恥心に配慮した支援を行っている
３．服装や整容は入居者の好みを反映して行っている
４．職員のペースになったり，日課の消化となったりしていない
５．夜間の見回りは必要に応じて行うようにしている（定時，随時を含め）
１．家族等との外出・外泊・面会時間の制限はない
２．入居者の日常の様子や施設の状況を家族に連絡している
１．入居者個人の食器を持ち込める
２．施設の厨房とユニットのキッチンは使い分けをしている
３．入居者が食べたいものがあれば，食べられるよう配慮している
４．入居者が補食や食べたいものを持ち込める
５．入居者に合わせて，一緒に準備や片付けをする取組みをしている
１．排泄介助が必要な入居者に対して，個別に誘導や介助の支援をしている
２．ポータブルトイレ，おむつ等の排泄用品は各入居者に合わせたものを使用している
３．夜間の排泄支援については，それぞれの入居者に合わせた支援をしている
４．入居者本人がゆったりできる入浴方法（入浴時間やマンツーマン方法等）を支援している
５．入居者本人の気持ちを尊重し，同性介助等に配慮している
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１．机，ホワイトボード等，必要な機材等が準備されている
２．毎日の振り返りをする場所の確保ができる
１．交通の便や宿泊などに支障がない
２．研修受入担当者を決めるなど，対応がスムースにとれるよう用意がある
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１．研修者受入に対する基本方針・取組体制を明確にしている
２．研修者が相談や意見，疑問を述べやすい雰囲気がある
１．施設のユニットケア導入から現在に至るまでの解説ができる
２．研修者の毎日の振り返りの担当者を配置する用意がある
１．ユニットリーダーの職務内容が明らかにされている
２．ユニットはそれぞれ独立性が保たれている
１．各ユニットで，ユニットの勤務表が作成されている
２．ユニット費はユニットごとの自由裁量権がある
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⅱ．家族等との交流・連携を図ってい
る。

Ⅲ．おいしい食事を工夫している。

Ⅳ．排泄や入浴は入居者の状態や意思を
反映して行っている

Ａ．設備面への
配慮
在宅に近い環境
づくりへの配慮
がなされ，生活
の場としての設
えをしている

Ⅰ．居室が入居者にとっての居場所にな
るように配慮している

Ⅱ．リビングはごく普通の生活ができる
ように配慮している

Ⅲ．セミパブリックなどの空間作りや社
会とのつながりの配慮をしている。

Ⅳ．ユニットで生活ができるようなトイ
レ，個浴等の配置に配慮している。

Ｂ．取組み体制
個別ケアの継続
性を保てるよ
う，情報共有の
仕組み作りや職
員配置，職員教
育を行っている

Ⅰ．施設の理念が職員に理解できるよう
配慮している。

Ⅱ．個別状況に応じた計画策定や記録が
なされている。

Ⅲ．入居者本位のサービス（個別ケア）
となるよう，利用環境への配慮をしてい
る。

Ⅳ．情報共有の工夫がされている。

重視するポイント

（１）評価項目ごとで評価　２：全てあてはまる（２点），１：一部あてはまる（１点），０：あてはまらないまたは不明（０点）
（２）項目にない事項で，評価に値すべきことかあれば，その他に記載し，得点を加点する（減点する）

ユニットリーダー研修実地研修施設選定調査票

Ｄ．研修設備
リーダー研修の
実施の際に，設
備的な支障がな
い

Ⅰ．研修に必要な機材，場所の配慮が可
能である。

Ⅱ．研修者が研修するに当たっての利便
性が良い。

Ｅ．研修受入に
前向き
職員全体がユ
ニットリーダー
研修受入に積極
的に取組んでい
る

Ⅰ．職員全体がユニットリーダー研修受
入に理解がある。

Ⅱ．ユニットリーダー研修受入時に担当
者の配置等をする用意がある

Ⅲ．職員全体がユニットリーダーの職務
に理解がある。

Ⅳ．ユニットへの権限委譲がある程度な
されている。

Ⅴ．職員研修計画・実施など個別ケアの
質向上に取り組んでいる。
Ⅵ．会議等，重要案件（組織体制やケア
内容等）の意志決定手順が決まってい
る。

Ｃ．個別ケアの
実践
施設の理念の共
有のもと，一人
ひとりを尊重
し，生活リズム
に沿った個別ケ
アを実施してい
る

Ⅰ．入居者の権利・プライバシーを守
り，個人の意思を尊重している。

表 3　ユニットリーダー研修実地研修施設選定調査票（厚生労働省）
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420分追加した計1,520分（25時間20分）を 4日
間で行うユニットケア定着研修プログラムを立
案した。
　同研修の講師は，厚生労働省が定めるユニッ
トケア指導者養成研修の修了者で，都道府県等
または研修受託団体が開催するユニットリー
ダー研修で講師を務める者が担当した。
　研修の実施に際しては，ａ，ｂ特養の管理者
に対して研究趣旨を説明し，できるだけ多くの
職員が研修を受講できるよう研修日程の調整を
依頼した。研修日時の調整等は各施設管理者に
委任し，勤務シフトや施設のイベント等に無理
のない範囲で設定した。
2)　現地調査

　現地調査では，ユニット型特養の運営開始か
ら約半年経過後のユニットケアの定着度を測定
した。ユニットケア定着度を計る評価ツールと
しては，実地研修施設を選定する際に使用する
厚生労働省が定める調査票を用いた。本研究に
おける調査員は，厚生労働省の定めるユニット
リーダー研修実地研修施設調査員研修会の受講
者であり，ユニットケア実施後 3年以上経過し
た施設の長である。調査員は調査票に基づき施
設の各ユニットにおける取り組み状況の視察，
介護記録やケアプランなどの書類の確認，施設
長・介護現場責任者・研修受け入れ担当者・ユ
ニットリーダー 2名以上との面談，さらに一般
介護職員や入居者からの聞き取りなども行った。
調査票は， 5つのカテゴリから構成された厚生
労働省が定める調査票の50項目である（表 3）。
3)　コーディネーター養成研修（養成研修）

　教育的介入群のａ，ｂ特養に対して，ユニッ
トケアの質を自ら評価できるように「養成研
修」を行い，介入群の管理職の 2名に受講して
もらうこととした。養成研修参加者は，各施設
のユニットケアに関する業務改善を中心的に行
うことが可能な者で，原則として，管理者また
はそれに準ずる者とした。
　また，コーディネーター養成研修プログラム
の妥当性を確保するため，厚生労働省のユニッ
トリーダー研修実地研修施設選定調査員研修会
と同一のプログラムを使用した7）。本研修では

①調査員としての視点を具体的に習得，②自施
設での具体的な実践方法の習得，③評価項目で
ある296項目の解釈や評価方法，評価視点の統
一化を重点に指導した。講師はユニットリー
ダー研修実地研修施設調査員が務めた。
4)　再現地調査
　介入群に対して，養成研修の後，ユニットケ
アの定着に関する業務改善の実践期間を設け，
おおむね 1カ月（29日）後，現地調査票を用い
て 2度目の調査となる再現地調査を行った。
5)　再々現地調査
　さらに，ａ特養，ｂ特養に対してはユニット
化から 1年経過した時点でユニットケアが定着
しているかを確認するために 3度目の調査とな
る再々現地調査を実施した。

（ 3）　倫理的配慮
　対象施設の選定にあたっては，Ａ県内におい
て新規に特養を開設もしくは改築によりユニッ
トケアを開始することが条件であるため，介入
群はＡ県内に2013年に開設するユニット型施設
のうち，承諾を得られた 2施設を対象とした。
非介入群は，Ａ県内のユニット型施設のうち承
諾の得られた 5施設を対象とした。本研究に対
する承諾は，協力を依頼した施設の長に対して
本研究の目的と方法を説明し，研究への参加承
諾を得た。また，研究結果の公表，個人情報の
取扱いや施設が特定されないことについて説明
の上，書面による承諾を得た。

表 4　現地調査結果（カテゴリ別）

介入群

非介入群
（開設 1年
以上 3年
未満）

非介入群
（開設 3年以上）

ａ
特養

ｂ
特養

ｃ
特養

ｄ
特養

ｅ
特養

ｆ
特養

ｇ
特養

Ａカテゴリ：16点 8.0 9.0 7.0 6.0 13.0 8.0 10.0 
Ｂカテゴリ：26点 10.0 14.0 7.0 12.0 11.0 17.0 10.0 
Ｃカテゴリ：34点 23.0 14.0 9.5 11.5 11.5 16.5 19.0 
Ｄカテゴリ： 8点 5.0 6.0 6.0 4.0 4.0 4.0 4.0 
Ｅカテゴリ：16点 7.0 10.0 5.0 6.0 7.0 3.0 9.0 
総得点：100点 53.0 53.0 34.5 39.5 46.5 48.5 52.0 
平均点 53.01) 37.01) 49.01)

注　1）　小数第 2位四捨五入
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Ⅲ　結　　　果

　教育的介入として定着研修をａ特養およびｂ
特養の新規開設（2013年 5 月）の約 1カ月前ま
でに実施した。ａ特養は2013年 3 月に 1回，ユ
ニット型移行のｂ特養については，職員が参加
しやすいように2012年 7 月から2013年 3 月まで
の期間に 6回に分けて実施した。研修参加職種
はケアワーカー，看護師，介護支援専門員，機
能訓練指導員で，ケアワーカーの参加率はａ特
養で100%，ｂ特養で83%であった。
　現地調査の結果，介入群のａ特養53.0点，ｂ
特養53.0点，平均53.0点であった。非介入群
（ 1年以上 3年未満）のｃ，ｄ特養は，ｃ特養
34.5点，ｄ特養39.5点，平均37.0点であった。
非介入群（ 3年以上）のｅ～ｇ特養はそれぞれ
46.5点，48.5点，52.0点，平均49.0点であった。
（表 4）。
　養成研修にはａ特養から生活相談員 1名，ｂ
特養から施設長，副施設長の 2名が参加した。
　ユニットケアに関する業務改善の実践につい
ては，コーディネーターが中心となり，調査項
目に沿って各自施設においてユニットケアの業
務改善の実践を約 1カ月間実施した。養成研修
において講師が提示した判断根拠をもとに，各
施設ではリーダー会議等を行って，施設で実践
すべき内容の共有を図った。その結果，介入群
の再現地調査では，ａ特養71.5点，ｂ特養73.0
点で，現地調査との点差はａ特養18.5点，ｂ特
養20.0点となり上昇が確認された。 1年経過後
の再々現地調査でも，ａ特養73.5点，ｂ特養
76.0点であり，70点以上が維持されていた。

Ⅳ　考　　　察

　ユニットケア開始から半年経過時点の現地調
査で，介入群のａ，ｂ特養の平均は53.0点であ
り，ａ，ｂ特養と開設年度が同じである非介入
群（ 1年以上 3年未満）ｃ，ｄ特養の平均37.0
点との比較では30％以上も介入群の得点が上
回っており，定着研修には一定の効果があった

と考えられる。また，非介入群（ 3年以上）ｅ
～ｇ特養の平均49.0点と介入群の平均点を比較
すると介入群の平均が4.0点上回っていたこと
からも定着研修の効果があったと考えられた。
　この結果には， 2つの要因が考えられる。 1
つは，バーンアウトの 1要因である「情緒的消
耗感」が低下8）するユニット型特養の環境下で，
研修の効果が高まった可能性が考えられること，
もう 1つは，ａ，ｂ特養では全体の80%以上の
ケアワーカーや他の専門職も同じ研修を受講し
たことが，意識の共有に大きく影響したと考え
られる。入居者を支援するためには，ケアワー
カーのみがユニットケアを理解するだけではな
く，関係する多様な職種が円滑に組織連携を図
るためにも職種を問わず多くの職員が定着研修
を受講することが重要であると考えられた。
　非介入群のｇ特養では厚生労働省の基準で定
められた 2名以上を大きく上回る13名，ｄ特養
では 8名のユニットリーダー研修受講者が配置
されていたが，現地調査の得点は，ｇ特養で52
点，ｄ特養は39.5点とユニットケアの定着には
至っていなかった。このことから，基準よりも
ユニットリーダー研修受講者の配置数を増やし
ただけでは，ユニットケアの定着には直結して
いなかったといえる。非介入群のユニットリー
ダー研修受講者の割合がｇ特養で全ケアワー
カーの18.3％，ｄ特養で14.0％であったが，介
入群のａ，ｂ特養では定着研修の受講者が前述
のとおり全ケアワーカーの80％以上であり，こ
の受講率の差が，ユニットケアの知識や技術の
差となり，結果的に調査点数として表れたと考
えられた。このことからも，より多くの職員が
定着研修を受講することでユニットケアの質向
上や，その定着に有益であることが示唆された。
　次に，養成研修を終えておおむね 1カ月後の
再現地調査ではａ特養71.5点，ｂ特養73.0点と
なった。これはユニットケア定着の評価水準と
なる70点以上を満たしており，ユニットケアへ
の理解が浸透したためと解釈できる。点数が上
昇した要因としては，養成研修参加者が，施設
長や指導的立場の職員であり，率先してユニッ
トケアに関する業務改善をしたものと考えられ
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る。実務者のみが参加する研修では，得た知識
を施設内で実践する場合に，管理職や他職員か
らの理解・協力を得られずに施設内で孤立し，
円滑な展開が阻害される事例9）がみられていた。
また，ボトムアップによる施設環境づくりが，
管理職の理解が不十分で実施が停滞してしま
う10）事例も報告されている。これらと比較して
も，当研究では一定の成果を挙げたと考えられ
る。そして，ユニット開設後 1年経過時点の
再々現地調査でも，ａ特養は73.5点，ｂ特養は
76点と70点以上を維持しており，再現地調査よ
りも高い水準でユニットケアが実践されていた
ことから，ユニットケアが定着したといえる。

Ⅴ　結　　　語

　本研究では，教育的介入である定着研修およ
び養成研修を行うことにより， 1カ月という短
期間であっても得点の向上につなげられること，
そしてその後のユニットケアの定着につながる
可能性が示唆された。そしてユニットリーダー
だけではなく，多くの職員が教育的介入を受け，
知識や技術を身につけることが，ユニットケア
の質向上や，その定着に有益であったことも示
唆された。しかし，今回の介入群は 2特養，非
介入群 5特養と限定的であるため，今後は対象
施設を増やし，統計的検証を行うことが課題で
ある。
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